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要 旨 

 

＜概要＞ 

遊漁船第２７桜井
さくらい

丸は、船長及び甲板員１人が乗り組み、同乗者１人及び釣り客 

２０人を乗せ、茨城県鹿島港に向けて南西進中、令和２年２月１６日（日）１２時 

１９分１７秒ごろ、同港北海浜第２船だまり北方の防砂堤に衝突した。 

第２７桜井丸は、釣り客１４人、船長及び甲板員が負傷したほか、右舷船首部に破

口を生じ、また、防砂堤は先端部分に欠損及び擦過痕を生じた。 

 

＜原因＞ 

 本事故は、第２７桜井丸が、鹿島港北海浜第２船だまりに向けて約１６ノット（kn）



の対地速力で南西進中、船首方に死角がある中、第２７桜井丸の船長が、鹿島港北海

浜第２船だまり出入口北側の防砂堤に囲まれた区域の開口部から東北東方に延びる防

砂堤から約２３０ｍの地点で、波により船首が下がり、死角が解消されたタイミング

で船首方を目視したところ、同防砂堤に向首して航行していることに気付き、左舵を

取って同防砂堤をかわす針路とした際に、同防砂堤先端を極めて近い位置でかわす針

路で航行したため、波の影響で進行方向が右に振れたことで、再度同防砂堤先端に向

かって進行することとなり、約１６kn の速力では回避することもできず、同防砂堤

に衝突したものと考えられる。 

 本船船長が、同防砂堤先端を極めて近い位置でかわす針路で航行したのは、ふだん

同防砂堤寄りの進路で航行しており、レーダー画面の船首輝線が同防砂堤より左に向

いたことから、経験上、このまま同防砂堤をかわせると思ったことによるものと考え

られる。 
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１ 船舶事故調査の経過 
 

１.１ 船舶事故の概要 

遊漁船第２７桜井
さくらい

丸は、船長及び甲板員１人が乗り組み、同乗者１人及び釣り客 

２０人を乗せ、茨城県鹿島港に向けて南西進中、令和２年２月１６日（日）１２時 

１９分１７秒ごろ、同港北海浜第２船だまり北方の防砂堤に衝突した。 

第２７桜井丸は、釣り客１４人、船長及び甲板員が負傷したほか、右舷船首部に破

口を生じ、また、防砂堤は先端部分に欠損及び擦過痕を生じた。 

 

１.２ 船舶事故調査の概要 

1.2.1 調査組織 

運輸安全委員会は、令和２年２月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官ほ

か１人の船舶事故調査官を指名した。 

 

 1.2.2 調査の実施時期 
  令和２年２月１８日、１９日 現場調査 

  令和２年２月２６日、８月２４日、３１日、１０月７日、１４日、１５日、２０

日、１１月６日、１６日、２０日、２５日、２６日、２７日、３０日、１２月１日、

８日、９日、令和３年４月９日、１５日、２１日、５月３１日、６月２日、２１日、

２８日、７月１９日、８月５日 回答書受領 

  令和２年３月１０日、１２月４日、令和３年４月２２日、２３日、２６日、５月

１２日、１４日、１５日、１７日、６月３日、９月７日、２８日、１２月３日 口

述聴取 

  令和２年３月１１日 口述聴取及び回答書受領 

  令和２年１２月２４日、令和３年７月２１日 現場調査及び口述聴取 

 

 1.2.3 経過報告 

 令和３年１月２１日、その時点までの事実調査結果に基づき、国土交通大臣に対

して経過報告を行い、公表した。 

 

 1.2.4 原因関係者からの意見聴取 

原因関係者から意見聴取を行った。 
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２ 事実情報 
 

２.１ 事故の経過 

 2.1.1 ＧＰＳプロッターの記録による航行状況 

  第２７桜井丸（以下「本船」という。）には、ＧＰＳプロッター（以下「本件プ

ロッター」という。）が搭載されており、本事故当日においても、本船の船位（操

舵室上部の船首から約１１.７ｍ、船尾から約１１.６ｍ、左舷から約３.７ｍ、右

舷から約１.４ｍの位置に設置されたＧＰＳアンテナの位置情報）が、ほぼ１秒ご

とに記録されていた。 

  本件プロッターの記録によれば、本船は、令和２年２月１６日０５時１３分ごろ

に北進を開始し、その約３分後からは東進していた。 

  本件プロッターの記録のうち、１１時３５分００秒から１２時２５分０３秒まで

の間の船位をおおむね１分ごとに抜粋したものを表１の「船位」欄に、１２時１８

分１７秒から１２時１９分２６秒までの間の船位の全記録を表２の「船位」欄に示

す。また、表１及び表２の「速力」欄及び「進行方向」欄には、前後２地点間の船

位変化及び所要時間から推計される両地点間の平均速力（対地速力、以下同じ。）

及び進行方向（真方位、以下同じ。）を記す。 

（表１及び表２ 参照） 

 

表１ 本件プロッターの記録 

（１１時３５分００秒～１２時２５分０３秒抜粋） 

 

時  刻 

（時:分:秒） 

船  位 
速力 

（ノット
（kn）） 

進行 
方向 

（°） 

 

北 緯 

（°-′-″） 

東 経 

（°-′-″） 

 

 11:35:00 36-05-43.0 140-49-38.7 
   

1.0 331 
 

 11:36:02 36-05-43.9 140-49-38.1 
 

1.0 330 
 

 11:37:01 36-05-44.8 140-49-37.5 
 

0.9 330 
 

 11:38:00 36-05-45.5 140-49-37.0 
 

1.0 224 
 

 11:39:00 36-05-46.2 140-49-37.8 
 

8.5 210 
 

 11:40:01 36-05-38.7 140-49-32.4 
 

12.8 222 
 

 11:41:00 36-05-29.2 140-49-22.0 
 

14.8 224 
 

 11:42:00 36-05-18.6 140-49-09.2 
 

13.8 225 
 

 11:43:01 36-05-08.7 140-48-56.9 
 

15.1 224 
 

 11:44:01 36-04-57.8 140-48-44.0 
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 11:45:01 36-04-47.2 140-48-31.9 
14.5 223  

15.6 222 
 

 11:46:00 36-04-36.5 140-48-20.0 
 

14.5 222 
 

 11:47:00 36-04-25.7 140-48-08.0 
 

14.1 223 
 

 11:48:01 36-04-15.2 140-47-56.1 
 

14.2 222 
 

 11:49:01 36-04-04.6 140-47-44.4 
 

14.2 223 
 

 11:50:00 36-03-54.4 140-47-32.7 
 

14.3 223 
 

 11:51:00 36-03-43.9 140-47-20.6 
 

14.1 222 
 

 11:52:00 36-03-33.4 140-47-08.9 
 

14.4 222 
 

 11:53:00 36-03-22.7 140-46-57.0 
 

14.4 223 
 

 11:54:00 36-03-12.2 140-46-44.8 
 

14.5 223 
 

 11:55:01 36-03-01.5 140-46-32.2 
 

14.7 222 
 

 11:56:00 36-02-50.7 140-46-20.3 
 

14.7 223 
 

 11:57:01 36-02-39.8 140-46-07.6 
 

14.7 221 
 

 11:58:00 36-02-28.9 140-45-55.8 
 

15.1 223 
 

 11:59:01 36-02-17.7 140-45-42.8 
 

14.9 223 
 

 12:00:01 36-02-06.8 140-45-30.2 
 

15.7 223 
 

 12:01:01 36-01-55.3 140-45-17.0 
 

15.4 223 
 

 12:02:00 36-01-44.3 140-45-04.2 
 

16.7 223 
 

 12:03:00 36-01-32.0 140-44-50.2 
 

15.9 222 
 

 12:04:00 36-01-20.2 140-44-37.0 
 

15.8 222 
 

 12:05:01 36-01-08.4 140-44-23.6 
 

15.6 221 
 

 12:06:01 36-00-56.6 140-44-10.9 
 

16.2 222 
 

 12:07:01 36-00-44.7 140-43-57.4 
 

15.8 222 
 

 12:08:00 36-00-33.1 140-43-44.6 
 

16.3 223 
 

 12:09:00 36-00-21.1 140-43-31.0 
 

15.9 222 
 

 12:10:00 36-00-09.2 140-43-17.9 
 

15.2 222 
 

 12:11:01 35-59-57.7 140-43-05.1 
 

15.4 221 
 

 12:12:00 35-59-46.3 140-42-52.9 
 

16.1 223 
 

 12:13:00 35-59-34.5 140-42-39.4 
 

15.8 221 
 

 12:14:00 35-59-22.5 140-42-26.7 
 

17.6 227 
 

 12:15:01 35-59-10.2 140-42-10.6 
 

18.5 232 
 

 12:16:01 35-58-58.8 140-41-52.6 
 

17.3 231 
 

 12:17:00 35-58-48.1 140-41-36.2 
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 12:18:01 35-58-36.8 140-41-19.9 
17.0 229  

17.0 238 
 

 12:19:00 35-58-27.9 140-41-02.4 
 

9.2 240 
 

 12:20:00 35-58-23.3 140-40-52.5 
 

3.1 243 
 

 12:21:00 35-58-21.9 140-40-49.1 
 

0.8 312 
 

 12:22:04 35-58-22.5 140-40-48.4 
 

0.4 318 
 

 12:23:06 35-58-22.8 140-40-48.0 
 

0.2 320 
 

 12:24:02 35-58-22.9 140-40-47.9 
 

0.2 308 
 

 12:25:03 35-58-23.1 140-40-47.7 
 

   

（時刻の各分における最も００秒に近いデータを抜粋） 

 

表２ 本件プロッターの記録 

（１２時１８分１７秒～１２時１９分２６秒の間の全記録） 

 
時 刻 

(時:分:秒) 

船  位 
速力 

（kn） 

進行 
方向 
(°) 

 北 緯 
（°‐′‐″） 

東 経 
（°‐′‐″） 

 
12:18:17 35-58-33.9 140-41-15.4 

  
 

17.3 230  
12:18:19 35-58-33.5 140-41-14.9  

19.1 237  
12:18:20 35-58-33.4 140-41-14.6  

16.8 233  
12:18:21 35-58-33.2 140-41-14.3  

17.7 236  
12:18:23 35-58-32.9 140-41-13.7  

17.2 231  
12:18:24 35-58-32.7 140-41-13.4  

17.8 235  
12:18:26 35-58-32.3 140-41-12.8  

16.6 234  
12:18:27 35-58-32.2 140-41-12.5  

18.4 241  
12:18:28 35-58-32.0 140-41-12.2  

17.7 236  
12:18:30 35-58-31.7 140-41-11.6  

17.0 231  
12:18:31 35-58-31.5 140-41-11.3  

17.9 235  
12:18:33 35-58-31.2 140-41-10.7  

18.0 235  
12:18:35 35-58-30.8 140-41-10.1  

18.4 241  
12:18:36 35-58-30.7 140-41-09.8  

17.1 238  
12:18:38 35-58-30.4 140-41-09.2  

18.2 242  
12:18:40 35-58-30.1 140-41-08.5  

17.7 245  
12:18:41 35-58-30.0 140-41-08.2  

15.2 242  
12:18:42 35-58-29.8 140-41-07.9  

17.2 249  
12:18:44 35-58-29.6 140-41-07.3  
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12:18:45 35-58-29.5 140-41-07.0 

14.2 251 
 

16.8 253  
12:18:46 35-58-29.5 140-41-06.7  

17.8 257  
12:18:48 35-58-29.3 140-41-05.9  

16.2 261  
12:18:49 35-58-29.3 140-41-05.6  

16.5 252  
12:18:50 35-58-29.2 140-41-05.3  

15.9 247  
12:18:52 35-58-29.0 140-41-04.7  

17.3 248  
12:18:53 35-58-28.9 140-41-04.3  

16.3 244  
12:18:55 35-58-28.7 140-41-03.7  

15.8 238  
12:18:56 35-58-28.5 140-41-03.5  

15.5 238  
12:18:57 35-58-28.4 140-41-03.2  

16.1 236  
12:18:58 35-58-28.2 140-41-02.9  

15.9 237  
12:19:00 35-58-27.9 140-41-02.4  

16.5 233  
12:19:02 35-58-27.6 140-41-01.8  

16.8 233  
12:19:03 35-58-27.4 140-41-01.5  

15.2 232  
12:19:05 35-58-27.1 140-41-01.1  

16.9 241  
12:19:07 35-58-26.9 140-41-00.4  

16.3 244  
12:19:09 35-58-26.6 140-40-59.8  

15.9 247  
12:19:11 35-58-26.4 140-40-59.2  

16.2 244  
12:19:13 35-58-26.2 140-40-58.6  

17.6 245  
12:19:15 35-58-25.9 140-40-58.0  

15.0 243  
12:19:16 35-58-25.8 140-40-57.7  

15.8 238  
12:19:17 35-58-25.7 140-40-57.4  

10.5 242  
12:19:19 35-58-25.5 140-40-57.0  

 0.0 -  
12:19:24 35-58-25.5 140-40-57.0  

 1.3 -  
12:19:26 35-58-25.4 140-40-57.0    

 

2.1.2 乗組員等の口述による本事故発生までの状況 

  本船の船長（以下「本船船長」という。）、甲板員及び同乗者の口述によれば、本

事故発生までの状況は、次のとおりであった。 

     本船は、本船船長及び甲板員１人が乗り組み、同乗者１人及び釣り客２０人（以

下「釣り客Ａ～Ｔ」という。）を乗せ、遊漁を行う目的で、本船船長によれば令和

２年２月１６日０５時４０分ごろ鹿島港北海浜第２船だまり（以下「船だまり」と

いう。）を出発し、船だまり東北東方約１０海里（Ｍ）の釣り場（以下「釣り場Ａ」
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という。）に向かった。（ただし、2.1.1のとおり、本件プロッターに記録された実

際の出港時刻は０５時１３分ごろであった。） 

     本船は、０６時３０分ごろ釣り場Ａに到着して遊漁を開始し、その後、釣り場Ａ

の北西方約８Ｍの釣り場（以下「釣り場Ｂ」という。）に移動して遊漁を行い、 

１１時４０分ごろ遊漁を終えて船だまりに帰航することとした。 

    本船は、本船船長が操舵室右舷側の前寄りに設置された椅子（以下「操縦席」

という。）に、甲板員が操舵室後部出入口の階段にそれぞれ腰を掛け、約１４～１５

kn の速力で、東側岸壁の南端に向け、自動操舵により南西進した。 

    本船船長は、本船の船首方に死角を生じていたので、主に操縦席正面の足元に

設置されたレーダーにより見張りを行うとともに、時々、手動操舵として操縦席

右側の操縦用リモコン装置で舵を取って船首を左右に振ることで死角を補う見張

りを行い、船だまりへの接近にあわせて３Ｍレンジとしていたレーダーレンジを

順次拡大しながら本船を航行させた。 

   本船は、鹿島港第２号灯浮標（以下「赤ブイ」という。）の北方約１Ｍで速力が

約１７kn となった。 

    本船船長は、赤ブイが左舷正横となった際、操舵を自動から手動に切り替え、

船だまり出入口北側の防砂堤に囲まれた区域の開口部（以下「本件水路」という。）

付近に向けて航行を続けた。 

     本船船長は、本件水路から東北東方に延びる防砂堤（以下「本件防砂堤」とい

う。）に近づいたのち、自船の進行方向に本件防砂堤が存在しないことを確認する

目的で、操縦用リモコン装置により舵を取って船首を左右に振った。 

    本船船長は、波により船首が下がり、死角が解消されたタイミングで船首方を

目視したところ、本件防砂堤先端に向首していることを認め、左舵を取って、船

首が本件防砂堤より左に向いたことをレーダー画面の船首輝線で確認した。この

とき、本船船長は、経験上このまま同防砂堤をかわせると思った。（なお、左舵を

取った時点での本件防砂堤までの距離については、本事故発生後の現地調査にお

いて、約２３０ｍであったことが判明したものである。） 

    本船船長は、本件水路周辺の見張りをしやすくする目的で、レーダー操作盤の

ボタンを押してレーダーレンジを０.２５Ｍに拡大する操作に注意を向け、表示さ

れたレーダー画面を見て至近に映っている本件防砂堤に気付いた。 

本船船長は、顔を上げ、右舷船首方至近に同防砂堤を視認したが、どうすること

もできず、本船の右舷船首部が同防砂堤先端に衝突した。 

 

2.1.3 乗組員等の口述による本事故発生後の状況 

  本船船長、甲板員、同乗者、本事故発生後に消防署へ通報を行った釣り客及び救
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助に当たった僚船の船長の口述並びに釣り客１８人及び鹿島地方事務組合消防本部

の回答書によれば、本事故発生後の状況は、次のとおりであった。 

    本船船長及び甲板員は、本船が本件防砂堤に衝突した際、操舵室の床に投げ出

され、本船船長は起き上がることができず、甲板員は意識を失い、釣り客は甲板

及び客室の船体構造物で身体を強打したり、他の釣り客と衝突したりするなどし

た。 

    本船は、右舷船首部を本件防砂堤に接触し続けたまま前進していたので、同乗

者がガバナハンドルとクラッチハンドルを操作して停船させ、その後釣り客及び

同乗者により消防署への通報が行われた。 

    船だまり内の岸壁で作業を行っていた僚船の船長は、防砂堤で囲まれた区域で

漂泊している本船を発見して小型船舶で救助に向かい、本船をえい
．．

航して岸壁に

係船した。 

本船船長、甲板員及び釣り客６人は、救急車で病院に搬送された。 

 

 本事故の発生日時は、令和２年２月１６日１２時１９分１７秒ごろで、発生場所

は、鹿嶋灯台から１２６°２.０Ｍ付近であった。 

（付図１ 推定航行経路図（帰航開始地点）、付図２ 推定航行経路図（赤ブイ付近

拡大）、付図３ 推定航行経路図（衝突地点付近拡大） 参照） 

 

２.２ 人の負傷等に関する情報 

2.2.1 負傷及び衝突時の乗船位置等の状況 

本船船長、甲板員、同乗者及び釣り客９人の口述、釣り客１８人及び鹿島地方事

務組合消防本部の回答書並びに本船船長、甲板員及び釣り客１３人の診断書によれ

ば、本船船長、甲板員、同乗者及び釣り客の負傷状況、衝突時の乗船位置等は、図

１及び表３のとおりであり、１６人が負傷し、うち２人がともに約１か月の入院を

要する重傷であった。 

（以後、釣り客については、図１及び表３で示す着席位置に応じ、「釣り客Ａ」

等という。なお、釣り客Ｒ、釣り客Ｓの２人については、乗船位置の情報が得られ

なかった。） 
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図１ 乗船者の負傷状況及び乗船位置図 

 

 

表３ 乗船者の負傷状況及び衝突時の乗船位置等一覧表 

釣り客等 

（年齢） 
負傷の有無等 症  状 乗船位置 衝突時の姿勢 受傷状況 

釣り客Ａ 

（48 歳） 
不詳 不詳 

船首甲
板左舷
側 

船尾側を向いて腰
掛に座っていた 

不詳 

釣り客Ｂ 

（44 歳） 
あり 左下肢打撲 

船首甲
板左舷
側 

船尾側を向いて腰
掛をまたぐように
座っていた 

座っている位置から
滑り、船体構造物に
足をぶつけた 

釣り客Ｃ 

（63 歳） 
なし － 

船首甲
板左舷
側 

船尾側を向いて甲
板の段差に座って
いた 

－ 

釣り客Ｄ 

（31 歳） 
なし － 

船首甲
板右舷
寄り 

寝そべっていた － 

釣り客Ｅ 

（51 歳） 

あり 
救急搬送 

右環指、右肩打
撲 

左舷側
通路船
首寄り 

左舷側を向いて腰
掛に座っていた 

船首方に投げ出さ
れ、体の各部を船首
側の構造物にぶつけ
た 

釣り客Ｆ 

（46 歳） 

あり 
救急搬送 

左膝関節打撲傷 
左舷側
通路船
首寄り 

船首側を向いて腰
掛に座っていた 

船首方に投げ出さ
れ、足をぶつけた 

釣り客Ｇ 

（44 歳） 
なし － 

前方客
室左舷
側 

寝そべっていた － 

釣り客Ｈ 

（43 歳） 
なし － 

前方客
室右舷
側 

船尾側を向いて床
に座っていた 

船首方から投げ出さ
れるような衝撃を受
け臀部をカーペット
の座面にぶつけた 

釣り客Ｉ 

（67 歳） 

あり 
救急搬送 

右多発肋骨骨
折、右血気胸、
右腓骨近位部骨
折 

後方客
室右舷
側 

左舷側を向いて長
椅子席に座ってい
た 

当時は眠っていたの
で覚えていないが、
体の各部を船体構造
物にぶつけた 

釣り客Ｃ 
釣り客Ｄ 船長 

釣り客Ｉ 

釣り客Ｊ 

釣り客Ｔ 
釣り客Ｏ 

(船首部の甲板) 

(操舵室) 
(船尾部の甲板) (後方客室) 

同乗者 

甲板員 

釣り客Ａ 釣り客Ｂ 釣り客Ｅ 
釣り客Ｆ 

釣り客Ｈ 

釣り客Ｇ 釣り客Ｋ 
釣り客Ｍ 

釣り客Ｑ 釣り客Ｐ 

釣り客Ｌ 釣り客Ｎ 

(前方 

 客室) 

負傷した釣り客 負傷した乗組員（重傷） 負傷しなかった釣り客等 向いていた方向 

釣り客Ｒ、釣り客Ｓの位置は不詳 
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釣り客Ｊ 

（26 歳） 
あり 

頸椎捻挫、腰椎
捻挫、両肩捻
挫、左肘打撲傷 

船尾甲
板左舷
側 

左舷側を向いて腰
掛に座っていた 

腕や足を船室左舷側
の外壁にぶつけた 

釣り客Ｋ 

（39 歳） 

あり 
救急搬送 

左下腿屈筋部分
断裂 

船尾甲
板左舷
側 

船尾側を向いて腰
掛に座っていた 

船首方に投げ出さ
れ、背中、尻、足を
船体構造物にぶつけ
た 

釣り客Ｌ 

（56 歳） 
あり 

頸椎捻挫、背部
挫傷 

船尾甲
板左舷
側 

船尾側を向いて立
っていた 

頭と背中をトイレの
ドアにぶつけた 

釣り客Ｍ 

（47 歳） 
あり 

右大腿打撲、右
肩打撲、頭部打
撲 

船尾甲
板左舷
側 

船首側を向いて立
っていた 

体の各部を船室左舷
側壁の張出しにぶつ
けた 

釣り客Ｎ 

（57 歳） 
あり 

頸・腰椎捻挫、
胸部打撲傷 

船尾甲
板中央
付近 

船尾側を向いて立
っていた 

船尾側にいた人と後
方客室ドアの間に挟
まれ、上半身を打撲
した 

釣り客Ｏ 

（45 歳） 
あり 

頸椎捻挫、腰部
打撲 

船尾甲
板中央
付近 

船尾側を向いてク
ーラーボックスに
座っていた 

船首方へ投げ出さ
れ、背中、腰を後方
客室ドアにぶつけた 

釣り客Ｐ 

（52 歳） 
あり 

頸部捻挫、腰部
打撲、心的外傷
後ストレス障害 

船尾甲
板右舷
側 

船尾側を向いて立
っていた 

体の各部をトイレの
ドアにぶつけた 

釣り客Ｑ 

（53 歳） 
あり 

頸椎捻挫、腰椎
捻挫 

船尾甲
板右舷
側 

船尾側を向いて立
っていた 

腰、背中をトイレの
ドアにぶつけた 

釣り客Ｒ 

（39 歳） 

あり 
救急搬送 

後頭部挫創 不詳 不詳 不詳 

釣り客Ｓ 

（50 歳） 
不詳 不詳 不詳 不詳 不詳 

釣り客Ｔ 

（26 歳） 

あり 
救急搬送 

頭部外傷、右鎖
骨骨折、右耳挫
創 

船尾甲
板中央
付近 

船首側を向いて腰
掛に座っていた 

不詳 

同乗者 

（29 歳） 
なし － 

操舵室
操縦席
の後ろ 

左舷側を向いて座
席に座っていた 

前方の船長の操縦席
にぶつかった 

本船船長 

（53 歳） 

重傷 
救急搬送 

中心性頸髄損
傷、前額部挫
創、両肩関節打
撲傷 

操舵室
操縦席 

船首側を向いて座
っていた 

 
船首方へ投げ出さ
れ、操縦装置及び航
海計器等にぶつけた 

 

甲板員 

（48 歳） 

重傷 
救急搬送 

第２頸椎歯突起
骨折、左鎖骨骨
幹部骨折、左肋
骨多発骨折 

操舵室
後方 

船首側を向いて後
部出入口の階段に
座っていた 

 
船首方へ投げ出さ
れ、操縦装置及び航
海計器等にぶつけた 

 

（図１ 釣り客等の乗船位置図 参照） 

 

   釣り客４人及び同乗者の口述によれば、乗船位置ごとの本事故前後の状況

は次のとおりであった。 
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   (1) 船首甲板 

釣り客Ｂは、船首甲板左舷側で船尾側を向いて腰掛をまたぐように

座っていた。衝撃によって飛ばされることはなかったが、自分が座っ

ている位置から滑り、船体構造物に左足をぶつけて負傷した。 

     (2) 船尾甲板 

釣り客Ｎは、船尾甲板中央付近で船尾側を向いて立っていた。衝撃で

船尾甲板の座席に座っていた釣り客が、自分に向かってぶつかってきた。

ぶつかってきた釣り客と自分が背にしていた後方客室ドアの間に挟まれ、

上半身を負傷した。 

     (3) 前方客室 

釣り客Ｈは、前方客室右舷側で船尾側を向いて床に座っていた。靴を

脱いだ状態でカーペットに座っており、船首方から投げ出されるような

衝撃を受け臀部をカーペットの座面にぶつけたが、負傷することはな

かった。 

     (4) 後方客室 

        釣り客Ｉは、後方客室右舷側で左舷側を向いて長椅子席に座っていた。

負傷に至った状況については、当時眠っていたので覚えていなかった。 

     (5) 操舵室 

        同乗者は、操縦席の船長の後ろの座席に左舷側を向いて座っていた。

衝撃によって前方の操縦席にぶつかったが、柔らかい素材だったので、

衝撃が吸収され、負傷することはなかった。 

 

2.2.2 通報及び救助の状況 

鹿島地方事務組合消防本部の回答書並びに同乗者及び釣り客Ｐの口述によれば、

通報及び救助の状況は、次のとおりであった。 

   (1) １１９番通報の状況 

     釣り客Ｐは、１２時２１分ごろ１１９番通報を行い、その後同乗者も通報

を行った。 

   (2) 救急隊による救助活動の状況 

     各救急隊（以下それぞれ「救急隊Ａ」、「救急隊Ｂ」、「救急隊Ｃ」及び「救

急隊Ｄ」という。）の救助活動（搬送）の状況は、次のとおりであった。 
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救急隊 救 助 活 動 の 状 況 

救急隊Ａ 

 

１２時４５分現場（船だまり付近）に到着し、負傷者２人を病

院に搬送した。 

救急隊Ｂ 

 

１２時４８分現場（船だまり付近）に到着し、負傷者２人を病

院に搬送した。 

救急隊Ｃ 

 

１２時５７分現場（船だまり付近）に到着し、負傷者１人を病

院に搬送した。 

救急隊Ｄ 

 

１３時１５分現場（船だまり付近）に到着し、負傷者３人を病

院に搬送した。 

 

２.３ 船舶の損傷に関する情報 

 本船は、右舷船首部から船首尾方向に損傷が広がっており、右舷船首部に縦約  

１.３ｍ、横約５.０ｍの破口を生じた。（写真１及び写真７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船の損傷状況 

 

２.４ 船舶以外の施設等の損傷に関する情報 

本件防砂堤は、先端部分コンクリート南側面に欠損及び擦過痕を生じた。（写真２ 

参照） 

 

 

 

 

 

 

 

約５.０ｍ 

約１.３ｍ 
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損傷部分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 本件防砂堤の損傷状況 

 

２.５ 乗組員等に関する情報 

  (1) 年齢、操縦免許証 

   ① 本船船長 ５３歳 

      一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

       免 許 登 録 日 平成１４年５月２日 

       免許証交付日 平成２８年１０月２７日 

              （令和４年５月１日まで有効） 

   ② 甲板員 ４８歳 

      一級小型船舶操縦士・特定 

       免 許 登 録 日 平成１９年１２月２１日 

       免許証交付日 平成３０年６月２５日 

              （令和５年６月２５日まで有効） 

  (2) 主な乗船履歴等 

   本船船長及び甲板員の口述によれば、主な乗船履歴等は、次のとおりであった。 

    ① 本船船長 

      平成１４年に一級小型船舶操縦士免許を取得後、漁船（総トン数４.９

トン）を購入し、刺網などの漁業に従事していた。 

      平成２２年から遊漁船業を開始し、その後、本事故発生の３～４年前に

遊漁船１隻を、平成３０年に本船を購入し、船長として乗り組んでいた。 

      船長としての乗船履歴は通算約１８年であった。 

      本事故当時、睡眠も十分とれ、疲れもなく、視力は両眼共に１.２程度

で、健康状態は良好であった。 

    ② 甲板員 

南側面 

東側面 
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      平成１９年に一級小型船舶操縦士免許を取得し、平成２０年から２年程

度、また、平成２６年から２年半程度、遊漁船の船長として業務を行った

経験があった。 

      本事故当時、視力は両眼共に１.５程度で、健康状態は良好であった。 

 

２.６ 船舶に関する情報 

 2.6.1 船舶の主要目 

  漁 船 登 録 番 号  ＩＧ２－２５５６ 

  船舶検査済票の番号  第２３２－３０７８７号 

  船 籍 港  茨城県鹿嶋市 

  船 舶 所 有 者  個人所有 

  総 ト ン 数  １９トン 

  Ｌ ｒ × Ｂ × Ｄ  １６.９９ｍ×４.８６ｍ×１.６５ｍ 

  船 質  ＦＲＰ 

  機 関  ディーゼル機関１基 

  出 力  ５３５kＷ 

  推 進 器  ３翼固定ピッチプロペラ１個 

  進 水 年 月  平成１０年６月 

  最 大 搭 載 人 員  旅客３０人、船員３人計３３人 

  （写真３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 本船 

 

 2.6.2 船体等の状況 

  本船船長の口述によれば、船体等の状況は、本事故当時、船体、機関及び機器類

に不具合や故障はなく、針路の偏りは、手動操舵で舵を中立とすれば、ほぼ直進す

るよう調整されていた。 
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 2.6.3 操舵室の配置に関する状況 

   (1) 操舵室の配置の状況 

     船体中央部後方に操舵室が配置されていた。 

   (2) 操舵室内の状況 

操縦席は、木製台の上に床から座面までの高さ約８０cm の位置に、柔ら

かい素材の自動車用シートを固定して設置され、操舵室前面には旋回窓付き

窓が２枚と航海計器を設置した棚、左右両舷にはぞれぞれ３枚の窓に続いて

舷側通路への出入口が設置されていた。 

操舵室後部中央には後方客室上への出入口があった。 

   (3) 操縦装置、航海計器等の配置状況 

    ① 操縦装置等 

操縦席の前方左舷側に操舵輪が、右舷側にガバナハンドル及びクラッチ

ハンドルが設置されており、ガバナハンドル等の後方（操縦席右横）の棚

上に操縦用リモコン装置が設置されていた。 

    ② 航海計器等 

主な航海計器として、操舵室前面の棚上の左舷側からＧＰＳプロッター

２台、本件プロッター操作盤、レーダー操作盤、オートパイロットが設置

され、同棚の下に左舷側からソナー、魚群探知機、本件プロッター、  

レーダー画面が設置されていた。 

（写真４ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 操舵室内の状況 

 

 

レーダー操作盤 

ガバナハンドル 

クラッチハンドル 

操縦用リモコン装置 

ソナー 

魚群探知機 

レーダー画面 

本件プロッター 

本件プロッター

操作盤 

操舵輪 

操縦席 

ＧＰＳプロッター 
オートパイロット 
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 2.6.4 客室の状況 

  操舵室の前方及び後方に客室が配置されており、前方の客室は縦（船首尾方向の

長さ）約２.４ｍ、横（幅）約２.１ｍ、高さ約０.９５ｍの区画で、座席は設置さ

れていなかった。（写真５参照） 

 

 

 

 

 

 

写真５ 前方客室の状況 

 

後方の客室は、縦（船首尾方向の長さ）約３.１ｍ、横（幅）約２.１ｍ、高さ約

１.８７ｍの区画で、客室内には、船首方、左右各舷の壁に面して長椅子席が設け

られ、さらに客室中央部にも長椅子席が配置されており、長椅子席の高さは、いず

れも約４４cm であった。（写真６参照） 

 

 

 

 

 

 

写真６ 後方客室の状況 

 

  

船首側 

船首方 

船尾出入口 
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 2.6.5 船首部及び船尾部の甲板の状況 

   (1) 船首部の甲板 

     船首甲板から上甲板、船尾甲板にかけて、ブルワークから約５４cm 内側

の両舷に高さ約５０cm の腰掛が設けられていた。（写真７参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７ 船首部の甲板の状況 

 

   (2) 船尾部の甲板 

     左右各舷及び船尾端付近に腰掛が設けられ、船室の後面に後部客室とトイ

レの出入口ドアが設けられていた。（写真８参照） 

 

 

 

 

 

 

写真８ 船尾部の甲板の状況 

 

2.6.6 船首方の見通し状況 

本船船長の口述及び本船の一般配置図によれば、船首先端の高さは操舵室前面窓

上端とほぼ同じ高さであり、本船船長が操縦席に腰を掛けた場合の眼高は、床面か

ら約１５７cm であった。この眼高から船首方を見通すと、停船した状態では、操

縦席の中央から左舷約８°、右舷約４°の範囲で死角が生じ、約１５～１７kn の

速力で航行中は、操縦席の中央から左舷約１５°、右舷約９°の範囲で死角が生じ

ていた。 

（写真９及び図２ 参照） 
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          写真９ 操縦席からの船首方の見通し状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図２ 船首方死角の状況（約１５～１７kn の速力で航行中） 

 

２.７ 本件プロッター及びレーダーの取扱い状況 

 2.7.1 本件プロッターの取扱い状況 

本船船長の口述によれば、本件プロッターは、ふだん釣り場や過去の航跡を確認

することに使用されており、本事故当時においても入出港の際に確認することはな

かった。 

 

左舷 約１５° 

右舷 約９° 

本船船長の眼高 

喫水線 
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 2.7.2 レーダーの取扱い状況 

現場調査の結果及び本船船長の口述によれば、レーダーの取扱い状況は次のとお

りであった。 

本船船長は、航行中は主にレーダーにより見張りを行い、ヘッドアップ*1表示で、

陸岸から離れた場所ではレーダーレンジを３Ｍとし、入港時は本件水路付近が映る

範囲でレンジを順次拡大させて使用しており、レーダー画面を確認するときには、

操縦席前方のレーダー操作盤を左手で操作し、目線を下方に向けて操縦席正面の足

元にあるレーダー画面を見る必要があった。 

レーダー画面は、中心から時計回りに約４秒ごとに上書き更新される仕様であっ

た。 

 

２.８ 気象及び海象に関する情報 

 2.8.1 気象観測値等 

   (1) 気象観測値 

    ① 本事故発生場所の西南西方約５.５km に位置する鹿嶋地域気象観測所の

観測値は、次のとおりであった。 

２月１６日 

１２時００分 気温 １２.２℃、風向 東北東、風速 １.８m/s、 

             １０分間の降水量 ０.５mm 

１２時１０分 気温 １２.３℃、風向 北東、風速 １.５m/s、 

             １０分間の降水量 ０.５mm 

１２時２０分 気温 １２.３℃、風向 北北東、風速 １.４m/s、 

             １０分間の降水量 ０.０mm 

    ② 本事故発生場所の南東方約３０.４km に位置する銚子地方気象台の観測

値は、次のとおりであった。 

２月１６日１２時００分 天気 雨、１時間の降水量 ４.５mm、 

            風向 北東、風速 ３.２m/s、 

気温 １２.０℃、視程 ２.３５km 

   (2) 潮汐 

海上保安庁刊行の潮汐表によれば、本事故当時における鹿島港の潮汐は、

下げ潮の中央期で、潮高は約７９cm であった。 

 

                         
*1  「ヘッドアップ」とは、レーダー画面の真上が自船の船首方向となる表示方法(相対方位指示)を

いう。レーダー画面上で船首方向（船首輝線）を固定するので、針路を変更すると、周囲の船舶、

陸岸、防波堤などの映像が移動する。 
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   (3) 波浪 

国土交通省港湾局全国港湾海洋波浪情報網（ナウファス）によれば、鹿島

における本事故当日の観測値は、次のとおりであった。 

     １２時００分 平均波（波高０.５９ｍ、波周期５.６秒）、 

            有義波*2（波高０.９１ｍ、波周期６.９秒）、波向 東 

 

 2.8.2 乗組員の観測 

  本船船長の口述によれば、乗組員の観測による気象等の状況は、次のとおりで

あった。 

   本事故当時、本件防砂堤を視認したときの天気は小雨が降っており、視程は約１

Ｍ、波は高くなく、風向は覚えていなかった。 

   気象情報等は、ふだんからテレビ及び携帯電話で入手していた。 

 

２.９ 事故水域の特徴等に関する情報 

現場調査、本船船長及び漁業協同組合担当者の口述並びに茨城県鹿島港湾事務所の

回答書によれば、事故水域の特徴等に関する情報は、次のとおりであった。 

船だまりは、鹿島港の最北部に位置し、船だまり出入口の北側には砂の流入を防ぐ

目的で、船だまり北東部から北方に１６０ｍ築造された防砂堤（以下「南側防砂堤」

という。）と西側から北方へ２５０ｍ、北東方へ３５０ｍ、南東方へ１２０ｍ延びる

防砂堤により囲まれた区域が設けられ、東方へ向いた出入口となる幅７３ｍの本件水

路が存在し、同水路北側の南東方へ延びる防砂堤の東端から東北東方へ本件防砂堤が

約６２°－約２４２°方向に１５０ｍ延伸していた。 

船だまりと船だまり出入口北側の防砂堤で囲まれた区域及び南側防砂堤付近には砂

が堆積しやすく、水深が浅くなるので、年１回程度浚 渫
しゅんせつ

が行われていた。また、本

件防砂堤は延伸が計画されていたが、未着工であり、北東から東にかけての波が減衰

しないまま本件水路付近まで侵入するので、本件水路の東方では高い波が発生しやす

い状況であった。 

また、人工の防波堤などに波が当たるとはね返され、向きを変えて別の方向に進む

ことがあり、この現象を反射と呼ぶ。 
（図３ 参照） 

 

 

                         
*2  「有義波」とは、ある地点で連続する波を観測したとき、波高の高い方から順に全体の１／３の

個数の波を選び、これらを平均化したものをいう。 



- 20 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図３ 防砂堤及び本件水路の状況 

 

２.１０ 本船船長の事故水域におけるふだんの操船 

 本船船長の口述によれば、事故水域におけるふだんの操船は、次のとおりであった。 

本船船長は、本件水路の東方は北東から東にかけての波が侵入して高い波が発生し

やすいと感じていたので、高い追い波の影響により、海水が船尾甲板に打ち込んだり、

舵が効きにくくなったりすることを考慮して、ふだんから本件水路手前ではなるべく

減速せず、防砂堤に囲まれた区域に入った直後に減速することとしていた。 

 また、本船船長は、本件水路の南側防砂堤付近は水深が浅く高い波が発生しやすい

ため、本件水路を航行する際には、ふだんから本件防砂堤寄りの進路をとることとし

ていた。 

 

 

３ 分 析 
 

３.１ 事故発生の状況 

 3.1.1 事故発生に至る経過 

  ２.１、２.３及び２.４から事故発生に至る経過は、次のとおりであったといえ

る。 

(1) 本船は、令和２年２月１６日０５時１３分ごろ本船船長及び甲板員１人が

乗り組み、同乗者１人及び釣り客２０人を乗せ、船だまりを出発した。釣り

場Ａで遊漁を行った後、釣り場Ｂに移動して遊漁を行い、１１時４０分ごろ

船だまりに向けて帰航を開始し、自動操舵により船だまりの東側岸壁の南端

に向け南西進したものと推定される。 

船だまり 

７３ｍ 本件水路 
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(2) 本船は、１２時１４分ごろ、赤ブイの北方付近にて約２３０°の針路及び

約１７kn の速力で南側防砂堤北寄りに向けて進行した。その後、本船船長

は、１２時１６分ごろ赤ブイ正横地点で手動操舵に切り替えたものと考えら

れる。 

(3) 本船は、１２時１８分４２秒ごろ、死角を補うため右転を始め、１２時 

１８分５２秒ごろまでの間、約２５３°の針路及び約１６.４kn の速力で航

行したものと推定される。 

(4) 本船は、１２時１８分５２秒ごろ、本件防砂堤まで約２３０ｍの地点で本

件防砂堤をかわすため左転を始め、そのまま進行すれば本件防砂堤を約１０

ｍ離して航過できることとなる、約２３８°の針路となって、速力は波の影

響を受けないよう約１６.２kn のまま航行したものと推定される。 

(5) 本船は、１２時１９分０５秒ごろ、進行方向が右に約５°振れて約   

２４３°となり、本件防砂堤に向かって進行した。その際、本船船長は、 

レーダーレンジの変更操作をしており、右に振れたことに気付かなかったも

のと考えられる。 

(6) 本船は、１２時１９分１７秒ごろまで、約１６.２kn で進行した後、右舷

船首部が本件防砂堤先端に衝突し、急激に減速したものと推定される。 

 

3.1.2 事故発生日時及び場所 

  ２.１、２.４に加え、3.1.1 のとおり、本船は１２時１９分１７秒ごろから急速

に減速していることから、本事故の発生日時は、令和２年２月１６日１２時１９分

１７秒ごろで、発生場所は鹿嶋灯台から１２６°２.０Ｍ付近であったものと推定

される。 

 

 3.1.3 船舶等の損傷及び衝突の状況 

  次の(1)～(4)の点から、本船は、約２４３°の針路及び約１６.２kn の速力で、

右舷船首部が本件防砂堤先端部分南側の角に衝突し、のちに右舷側が同防砂堤に接

触し続けたまま前進したものと考えられる。 

(1) 3.1.1(5)及び 3.1.1(6)のとおり、衝突直前の針路及び速力が、約   

２４３°及び約１６.２kn であったこと。 

  (2) ２.４のとおり、本件防砂堤先端の擦過痕のほとんどが東側面の南端付近

に残っていること。 

  (3) ２.３のとおり、本船の右舷船首部の損傷が船首尾方向に広がっているこ

と。 

  (4) 2.1.3 のとおり、本船は、同乗者が停船させるまで前進し続けていたこと。 
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3.1.4 負傷者の状況 

  2.1.3、２.２及び 2.6.3～2.6.5 から、次の点を指摘することができる。 

     (1)  本船船長は、操縦席に腰を掛け、船首側を向いていたことから、衝突の衝

撃を受けて船首方に投げ出され、前方に設置された操縦装置及び航海計器等

にぶつかり、中心性頚髄損傷、前額部挫創及び両肩関節打撲傷の重傷を上半

身に負った。 

    甲板員は、操舵室後部出入口の階段に腰を掛け、船首側を向いていたこと

から、衝突の衝撃を受けて船首方に投げ出され、前方に設置された操縦装置

及び航海計器等にぶつかり、第２頸椎歯突起骨折、左鎖骨骨幹部骨折及び左

肋骨多発骨折の重傷を上半身に負った。 

本船船長と甲板員がともに重傷を負ったのは、機器類が前方に設置されて

いたことに加えて、衝突時の衝撃が甲板部よりも高い位置にある操舵室でよ

り大きく作用した可能性が考えられる。 

他方、同乗者は、本船船長の操縦席の後ろの座席に座り、左舷側を向いて

いたことから、衝突の衝撃を受けて前方の操縦席にぶつかったものの、操縦

席の素材が柔らかく衝撃が吸収されたため負傷しなかった。 

  (2)  船首及び船尾甲板並びに後方客室にいた釣り客は、衝突の衝撃により船体

構造物で身体を強打したり、他の釣り客と衝突したりするなどして１４人が

負傷した。 

    他方、前方客室にいた釣り客２人及び船首甲板に寝そべっていた釣り客１

人は、負傷しなかった。 

これは、衝突時の衝撃を受けた際に床に座るなど低い姿勢をとっていたこ

と及び前方客室には構造物がなかったことにより、転倒したり、不意に構造

物にぶつかったりすることがなかったためである可能性が考えられる。 

 

３.２ 事故要因の解析 

 3.2.1 乗組員の状況 

  ２.５のとおり、本船船長は、適法で有効な操縦免許証を有し、本事故当時、健

康状態は良好であった。これらの点が本事故の発生に関与したとは認められない。 

 

 3.2.2 船舶の状況 

  2.6.2 のとおり、本事故発生時、船体、機関及び機器類に不具合又は故障はな

かったが、次の２点は、後述する見張りの状況とあいまって、本事故の発生に関

与したものと考えられる。 

   (1) 2.6.6 のとおり、操縦席からの見通し状況は、本船船長の眼高が床面から
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の高さ約１５７cm の状態で、１５～１７kn の速力で航行中、船首浮上によ

り、操縦席の中央から左舷約１５°、右舷約９°の範囲で死角が生じていた

こと。 

   (2) 2.6.3 及び 2.7.2 のとおり、レーダー画面は操縦席正面の足元に備えられ

ており、本船船長が同画面を確認する際、目線を下方に向ける必要があった

こと。 

 

 3.2.3 気象及び海象の状況 

  ２.８のとおり、本事故当時の天気は雨、風速１.４m/s の北北東風が吹き、視程

は２.３５km であり、潮汐は下げ潮の中央期で、有義波高０.９１ｍの東からの波

があった。なかでも東からの波があったことは、後述する事故水域の特徴とあい

まって、本事故の発生に関与した可能性が考えられる。 

 

 3.2.4 事故水域の特徴等 

２.９及び２.１０から、事故水域の特徴の影響について、次の点を指摘すること

ができる。 

(1) 船だまりと船だまり出入口北側の防砂堤で囲まれた区域及び南側防砂堤付

近には砂が堆積しやすく、水深が浅い状況であり、北東から東にかけての波

が減衰しないまま本件水路付近まで侵入することから、本件水路の東方では

高い波が発生しやすい状況であったものと考えられる。 

(2) 船だまりと船だまり出入口北側の防砂堤で囲まれた区域及び南側防砂堤付

近における反射波と上記(1)による本件水路の東方の高い波との合成波の影

響から、本件水路の東方には複雑な波が発生することがあり、このようにし

て発生した複雑な波の影響で本船の針路が右に振れたものと考えられる。 

 

 3.2.5 見張り及び操船の状況に関する解析 

  ２.１、２.６、２.７、２.９、２.１０、3.1.1、3.1.2、3.2.2及び3.2.4から、

見張り及び操船の状況について、次の点を指摘することができる。 

   (1) 本船船長は、航行中、主にレーダーにより見張りを行うとともに、時々、

操縦席右側の操縦用リモコン装置で舵を取って船首を左右に振ることで死角

を補う見張りを行っていたものと考えられる。 

  (2) 本船船長は、高い追い波により、海水が船尾甲板に打ち込んだり、舵が効

きにくくなる影響を考慮して、ふだんから本件防砂堤寄りの進路として本件

水路手前ではなるべく減速していなかったことから、約１６kn の速力のま

ま航行を続けたものと考えられる。 



- 24 - 

   (3) 本船船長は、１２時１８分４２秒ごろ、自船の進行方向に本件防砂堤が存

在しないことを確認する目的で、船首方の死角を補う見張りを行おうとして

船首を右に振り始めたものと考えられる。 

   (4) 次の①～③から、本船船長は、船首を右に振った後、１２時１８分５２秒

ごろ、本件防砂堤まで約２３０ｍの距離となった地点で、左舵を取って船首

を本件防砂堤より左に向けたものと推定される。 

① 本船船長が、波により船首が下がり、死角が解消されたタイミングで、

船首方を目視したところ、本件防砂堤先端に向首していることに気付き、

左舵を取ったと口述していること。 

② 本件防砂堤先端を目視した地点から同防砂堤までの距離を計測したとこ

ろ約２３０ｍであったこと。 

③ 本件プロッターの記録から、同地点の通過時刻は１２時１８分５２秒ご

ろであり、同じころ本船の進行方向が本件防砂堤先端に向いたのち、左転

を始めていたこと。 

   (5) 本船は、左転した後、１２時１８分５３秒ごろから１２時１９分０５秒ご

ろにかけて、約２３８°の方向に進行しており、そのまま進行すれば本件防

砂堤先端から約１０ｍ離れて航過する針路となった。本船船長は、レーダー

画面の船首輝線が本件防砂堤より左に向いたことを確認し、経験上、この針

路であればこのまま同防砂堤をかわせると思い、同針路で進行したものと考

えられる。 

   (6) 本船は、１２時１９分０５秒ごろ、進行方向が右に振れたことで、再度本

件防砂堤に向かって進行したものと推定される。 

   (7) 本件水路付近において、船首部に見張り員を配置していれば、本船船長は、

本船の進行方向が右に振れたことに気が付くことができた可能性があると考

えられる。 

   (8) 本船は、１２時１９分０５秒ごろ進行方向が右に振れてから約１２秒後に

本件防砂堤に衝突していることから、再度同防砂堤に向かって進行し始めて

から衝突までに、レーダー画面が２回又は３回更新されたものと考えられる。 

   (9) 本船船長は、船首を本件防砂堤より左に向けたから、このままで同防砂堤

をかわせると思っていたこと、及びレーダーの操作盤のボタンを押してレー

ダーレンジを拡大する操作に注意を向けたまま航行を続けたことから、本船

の進行方向が右に振れた後に足元のレーダー画面が更新されていたにもかか

わらず、再度同防砂堤に向かって進行し始めたことに気付かなかったものと

考えられる。 

   (10) 本船船長は、拡大したレーダーレンジの画面を見て本船が本件防砂堤へ向
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かって進行していることに気付き、顔を上げたところ、右舷船首至近に同防

砂堤を視認して、衝突の危険を感じたものの、どうすることもできず、同防

砂堤に衝突したものと考えられる。 

 

 3.2.6 事故発生に関する解析 

  3.1.1、3.2.2、3.2.4 及び 3.2.5 を総合すると、本事故発生の経緯は、次のよう

なものであったと判断される。 

(1) 本船船長は、船首方の死角を補う見張りを主にレーダーで行っていたもの

と考えられる。 

(2) 本船船長は、船だまりに向けて約１６kn で南西進中、船首を左右に振っ

て死角を補う見張りを行っていた際、波により船首が下がり、死角が解消さ

れたタイミングで船首方を目視したところ、本件防砂堤から約２３０ｍの距

離で同防砂堤に向首して航行していることに気付き、左舵を取って船首を同

防砂堤より左に向けたものと推定される。 

   (3) 本船船長は、ふだんから本件防砂堤寄りの進路で航行しており、本事故当

時も、レーダー画面の船首輝線が本件防砂堤より左に向いたことから、経験

上、このまま同防砂堤をかわせると思い、同防砂堤先端付近を航過する針路

で進行したものと考えられる。 

   (4) 本船は、本件防砂堤先端を極めて近い位置でかわす針路で進行していたこ

とから、進行方向が右に振れたことにより、再度同防砂堤先端に向かって進

行することになったものと推定される。 

   (5) 本船の進行方向が右に振れ、再度本件防砂堤に向かって進行したのは、本

件水路の東方では高い波が発生しやすい状況であり、その東方からの波に加

え、船だまりを構成する周辺岸壁及び本件防砂堤並びに南側防砂堤から発生

する反射波との合成波の影響を受けたものと考えられる。 

 

３.３ 救助及び被害の軽減措置に関する解析 

 2.1.3 及び 2.2.2 のとおり、本事故発生から約２分後には釣り客が１１９番通報を

行い、約２６分後には船だまり付近に救急隊が到着したこと及び船だまり内の岸壁で

作業を行っていた僚船の船長が、防砂堤で囲まれた区域で漂泊している本船を発見し

て小型船舶で救助に向かい、本船をえい
．．

航して岸壁に係船したことによって早期に救

助活動が行われた。このことは、被害の軽減に寄与したものと推定される。 
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４ 原 因 
 

 本事故は、本船が、船だまりに向けて約１６kn で南西進中、船首方に死角がある

中、本船船長が、本件防砂堤から約２３０ｍの地点で、波により船首が下がり、死角

が解消されたタイミングで船首方を目視したところ、同防砂堤に向首して航行してい

ることに気付き、左舵を取って同防砂堤をかわす針路とした際に、同防砂堤先端を極

めて近い位置でかわす針路で航行したため、波の影響で進行方向が右に振れたことで、

再度同防砂堤先端に向かって進行することとなり、約１６kn の速力では回避するこ

ともできず、同防砂堤に衝突したものと考えられる。 

 本船船長が、本件防砂堤先端を極めて近い位置でかわす針路で航行したのは、ふだ

ん本件防砂堤寄りの進路で航行しており、レーダー画面の船首輝線が本件防砂堤より

左に向いたことから、経験上、このまま同防砂堤をかわせると思ったことによるもの

と考えられる。 

 

 

５ 再発防止策 
 
５.１ 必要と考えられる事故等防止策 
本事故の原因は、前記「４ 原因」のとおりである。 

したがって、同種事故の再発防止のため、次の措置を講じる必要がある。 

 (1) 船長は、防砂堤等の障害物を航過する際は、周辺海域のふだんの波の発生状況 

のほか、付近の構造物から発生する反射波との合成波の影響を考慮した上で、障 

害物との距離をとる等、航行する経路に留意すること。 

 (2) 船長は、入港の際、本件水路の波の状況を勘案しながらできる限り減速するこ 

と。 

 (3) 船長は、入港の際、甲板員等を船首部に配置し、見張りを行わせること。 

 (4) 死角の生じる船舶を操船する船長は、レーダーやＧＰＳプロッター等の航海計 

器を活用して船位を確認すること。 

 (5) 船舶所有者は、新たに船舶を建造する場合には、その設計、建造等に際し、で

きる限り船首方の視界を確保することに留意すること。 

 

５.２ 事故後に講じられた措置 

5.2.1 本船船長により講じられた措置 

  本船船長は、本事故後、次の措置を講じた。 

(1) 入港の際、本件水路の波の状況を勘案しながら１０kn 程度に減速するこ



- 27 - 

ととした。 

   (2) 入港の際、甲板員を船首に配置し、見張りを行わせることとした。 

   (3) 船首死角を減ずる目的で操舵室を３５cm 高くした。 

 

5.2.2 茨城県農林水産部漁政課により講じられた施策 

茨城県農林水産部漁政課は、本事故を受け、令和２年２月１９日付で、「遊漁船

の海難防止に係る安全啓発について（通知）」と題する文書を、所管する漁業協同

組合代表理事組合長あて及び専業業者あて並びに茨城県遊漁船協議会会長あてにそ

れぞれ発出し、事故防止に係る安全啓発及び遊漁船利用者の安全確保に万全を期す

よう指導の徹底について周知した。 

 

５.３ 今後必要とされる事故等防止策 

    船長は、防砂堤等の障害物を航過する際は、周辺海域のふだんの波の発生状況のほ

か、付近の構造物から発生する反射波との合成波の影響を考慮した上で、障害物との

距離をとる等、航行する経路に留意すること。 
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付図１ 推定航行経路図（帰航開始地点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図２ 推定航行経路図（赤ブイ付近拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

× 

事故発生場所 
（令和２年２月１６日 
１２時１９分１７秒ごろ発生） 

赤ブイ 

鹿嶋市 

鹿島港 

１１時４０分ごろ 
釣り場Ｂから帰航開始 

赤ブイ 
× 

１２時１６分ごろ 
手動操舵に切り替え 

１２時１４分ごろ 
速力が約１７kn となる 

鹿嶋灯台 
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付図３ 推定航行経路図（衝突地点付近拡大） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事故発生場所 
（令和２年２月１６日 

１２時１９分１７秒ごろ発生） 

１２時１８分４２秒ごろ 
   船首を振る 

１２時１８分５２秒ごろ 
   左舵を取る 

１２時１９分０５秒ごろ 
針路が右に振れる 


